
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
本
校
の
指
導

が
従
来
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
先
生
方
も

い
ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、私
が
赴
任
し
た
17
年
度
に
、

率
直
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を
言
い
合
え

る
場
を
設
け
よ
う
と
始
め
た
の
が
、
本
委

員
会
で
し
た
」

　

同
委
員
会
は
、
教
務
部
が
運
営
を
担
っ

た
。
委
員
は
固
定
と
せ
ず
、
毎
回
、
希
望

者
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
自
由
に
参

加
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

　

17
年
度
末
に
初
め
て
開
か
れ
た
同
委
員

会
に
は
、
同
校
の
教
師
46
人
の
う
ち
約
半

数
が
参
加
。
４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
話
題
は
授

業
改
善
や
行
事
の
見
直
し
、
教
職
員
間
の

情
報
交
換
の
あ
り
方
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
、
活
発
に
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
そ
こ

で
、
18
年
度
以
降
も
同
委
員
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

18
年
度
、
新
た
に
設
置
さ
れ
、
同
委
員

会
の
運
営
担
当
部
署
と
な
っ
た
企
画
研
修

部
の
部
長
の
中
町
保
先
生
は
、
そ
の
後
の

経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
17
年
度
末
の
本
委
員
会
で
の
話
し
合

　

創
立
１
１
０
年
を
迎
え
た
富
山
県
立
砺

波
高
校
は
、
国
公
立
大
学
の
現
役
合
格
者

数
が
例
年
１
３
０
人
前
後
に
上
る
地
域
の

進
学
校
で
あ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
教
育

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

同
校
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
１
学

期
末
に
、「
育
て
た
い
生
徒
（
人
物
）
像
」

を
設
定
し
、
そ
う
し
た
生
徒
が
備
え
る
べ

き
資
質
・
能
力
を
「
８
つ
の
力
」
に
整
理

し
、「
Ｔ
Ｇ
Ｐ
（T

onam
i Graduation 

Policy

）」
と
名
づ
け
た
（
図
１
）。
そ
し

て
、
生
徒
が
Ｔ
Ｇ
Ｐ
の
到
達
度
を
自
己
評

価
す
る
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
作
成
し

た
（
図
２
）。

　

Ｔ
Ｇ
Ｐ
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
同
校
が

17
年
度
末
に
設
置
し
た
「
学
校
活
性
化
委

員
会
」
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
形
に
し

て
い
っ
た
。
た
だ
、
同
委
員
会
は
、
当
初

か
ら
Ｔ
Ｇ
Ｐ
等
の
設
定
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
、
林
誠
一
校

長
は
説
明
す
る
。

　
「
本
校
は
、
県
内
で
も
少
子
化
が
顕
著

な
地
域
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
で
定
員

割
れ
が
起
こ
る
年
も
あ
り
、
生
徒
の
多
様

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
高
大
接

続
改
革
が
進
行
中
で
す
。
学
校
を
取
り
巻

改 革 事 例

誰でも参加できる委員会を活用し、
ボトムアップで資質・能力の育成を目指す

富山県立砺
と

波
な み

高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

◎校訓は、「道義為之根」「質実剛健」「自彊不息」
「進取而敢為」。地域から信頼・期待され、地域
の伝統・文化を理解して継承できる人材の育成
を図る。公開授業や互見授業を積極的に実施し、
指導力の向上にも取り組む。
◎設立　1909（明治 42）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 160 人、2・3 学年約 200 人
◎ 2019 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、
東京大、富山大、金沢大、名古屋大などに 136 人が合格。私立大は、慶應義塾大、
早稲田大、金沢工業大、同志社大、立命館大などに延べ 319 人が合格。
◎ URL　http://www.tonami-h.tym.ed.jp/

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

カリキュラム
・指導計画

評価・検証

自
校
の
強
み
・
弱
み
を
整
理
し
、

育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
議
論

学
校
や
教
育
に
対
す
る
思
い
を

自
由
に
話
し
合
え
る
場
を
設
定

学校教育
目標

授業・
指導実践

今回
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い
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
整

理
す
る
意
味
で
、
ま
ず
は
自
校
の
現
状
を

把
握
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
（
＊
１
）
を
、

18
年
度
の
本
委
員
会
の
初
回
（
７
月
）
で

行
う
こ
と
と
な
り
、
地
域
や
生
徒
、
教
師

な
ど
の
強
み
と
弱
み
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
生
徒
の
強
み
は
、
真
面
目
で
何
事
に

も
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
、
弱
み
は
言

わ
れ
た
事
柄
以
外
は
積
極
的
に
や
ろ
う
と

し
な
い
こ
と
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
第
２
回
以
降
の
本
委
員
会
で
は
、
そ

う
し
た
声
を
踏
ま
え
て
、
本
校
と
し
て
ど

の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
、
そ
の

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
を
話
し
合
い

ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
中
で
出
て
き
た
の
が
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、「
○
○
力
」

な
ど
の
短
い
言
葉
に
整
理
し
た
方
が
よ
い

と
い
っ
た
意
見
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
素
直

で
真
面
目
な
生
徒
だ
か
ら
こ
そ
、
授
業
や

行
事
、
部
活
動
を
通
じ
て
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
資
質
・
能
力
を
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
示
せ
ば
、
生
徒
は
教
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
れ
ら
の

資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
自
ら
動

く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
整
理
の
土
台
と
し
た
の

が
、
進
路
指
導
部
が
18
年
度
の
初
め
に
、

進
路
指
導
の
面
か
ら
生
徒
に
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
し
て
試
作
的
に
設
定
し
、

職
員
会
議
で
提
案
し
て
い
た
「
自
己
力
」

や
「
継
続
力
」
な
ど
の
６
つ
の
資
質
・
能

力
だ
っ
た
。
進
路
指
導
主
事
の
山
田
聡さ

と
し

先

生
は
、
そ
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

図１　育てたい生徒（人物）像とTGP（８つの力）図２　「TGP自己評価」シート

＊学校資料をそのまま掲載。

保
健
体
育
科
主
任

大
谷
　

学

お
お
た
に
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
２
学
年
担
任
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
主
任

浅
井
正
浩

あ
さ
い
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
２
学
年
担
任
。

進
路
指
導
主
事

山
田
　

聡

や
ま
だ
・
さ
と
し

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。

企
画
研
修
部
部
長

中
町
　

保
　

な
か
ま
ち
・
た
も
つ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。

教
頭清水

　

卓

し
み
ず
・
た
か
し

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

校
長林　

誠
一

は
や
し
・
せ
い
い
ち

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

＊１　内部環境を強み （Strengths）、弱み （Weaknesses）、外部環境を機会 （Opportunities）、脅威 （Threats） のカテゴリーに分類し、経営方法に生かす分析方法の１つ。

育てたい生徒（人物）像
•地域を担うことのできる生徒（人）
•時代のニーズに応えることができる生徒（人）
•自ら目標を定め、それに向かって地道に、かつ、しなやかに生きる

自立した生徒（人）

ＴＧＰ（８つの力）
TGP 概要 キーワード

1 自律・規律 社会規範を正しく理解し、自ら守
ることができる。

公平・公正・
規範意識

2 協働力
自分や他者を理解し、多様性を
認め、他者と協力し、取り組むこ
とができる。

協調・協働・
思いやり・謙虚・
多様性の尊重

3 自己力 達成感の積み重ねから自信を持
ち、自己評価・分析ができる。

自己肯定感・
メタ認知

4 行動力 指示待ちでなく、自分の考えで行
動することができる。

行動力・
積極性

5 継続力 困難にも粘り強く柔軟に対処し、
積極的行動を継続できる。

粘り強さ・
柔軟性・計画性

6 思考力 なぜなのか、本当にそうなのかを
考え、事実を客観的に分析できる。

課題発見力・
論理的思考力

7 発信力 自分の考えを言語化し、分かりや
すく他者に伝えることができる。

発信力・
表現力

8 創造力 課題解決に向けての創造ができ
る。新たな価値を生み出す。

創造性・
課題解決力

＊学校資料を基に編集部で作成。
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「
６
つ
の
資
質
・
能
力
は
、
教
師
か
ら

の
疑
問
に
答
え
る
形
で
行
事
の
目
的
を
整

理
し
つ
つ
、
他
校
の
取
り
組
み
や
、
本
校

の
１
０
０
周
年
記
念
冊
子
に
記
さ
れ
て
い

た
『
砺
波
高
校
で
育
て
た
い
力
』
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
進
路
指
導
部
と
し
て
設
定

し
た
も
の
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に

企
画
研
修
部
が
立
ち
上
が
り
、
学
校
全
体

で
育
成
を
図
る
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
設

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

進
路
指
導
部
の
案
を
引
き
継
ぎ
、
企
画
研

修
部
に
検
討
を
お
任
せ
し
ま
し
た
」

　

同
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、

学
校
活
性
化
委
員
会
で
教
師
が
学
校
の
現

状
や
目
指
す
姿
に
つ
い
て
率
直
に
話
し
合

い
、
現
場
の
声
を
汲
み
上
げ
な
が
ら
、
言

わ
ば
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
つ
く
り
上
げ
ら
れ

た
も
の
だ
。
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
教
師
同
士
が
何
で
も
話
し
合
え
る
学

校
文
化
が
同
校
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
18
年

度
に
同
校
に
赴
任
し
た
清
水
卓た

か
し

教
頭
は
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
初
め
て
本
委
員
会
に
出
席
し
た
時
、

教
師
た
ち
が
率
直
に
意
見
を
述
べ
、
ま
た

そ
れ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
熱
く
議
論
を
交
わ
し
て

い
る
様
子
に
大
変
驚
き
ま
し
た
」

　

学
校
活
性
化
委
員
会
は
、
現
場
の
教
師

に
と
っ
て
も
大
切
な
場
に
な
っ
て
い
る

と
、
２
学
年
担
任
で
保
健
体
育
科
主
任
の

大
谷
学
先
生
は
語
る
。

　
「
本
校
は
、
こ
れ
ま
で
学
年
や
分
掌
の

独
立
性
が
強
く
、
教
育
活
動
の
設
計
や

計
画
は
学
年
や
分
掌
に
任
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
個
々
の
教
育
活
動
を
通
じ

て
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
み
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
な
の
か
と
い
っ
た
本
校
の
根
幹
に
か
か

わ
る
部
分
は
、
学
年
や
分
掌
を
超
え
て
学

校
全
体
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
、
本
委
員
会
は
、
誰
で
も

参
加
で
き
、
み
ん
な
で
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
で
き
る
大
切
な
場
に
な
っ
て

い
ま
す
」

　

同
委
員
会
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る

要
因
に
は
、
17
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

校
内
研
修
の
存
在
も
大
き
い
。
そ
れ
は
、

大
学
教
員
等
を
招
き
、
高
大
接
続
改
革
や

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
な
ど
、
教
育
改
革
の
方
向

性
を
学
ぶ
研
修
会
だ
。
年
５
回
が
年
間
行

事
に
組
み
込
ん
で
あ
り
、
原
則
全
員
参
加

と
し
て
い
る
。

　
「
校
内
研
修
を
通
じ
て
、
教
師
間
で
日

＊学校資料を基に編集部で作成。

図３　砺波高校の「育てたい力」を検討した推移

あたり前のことを
きちんとできる 自律力 自律・

規律
道
義
為
之
根

質
実
剛
健

自
彊
不
息

進
取
而
敢
為

協働性・
○○ 適応力

適応力 自己力

自己肯定・
自己認知 行動力

行動力 継続力

継続力 思考力

思考力 想像力

想像力・
創造性 創造力

人間力

適応力

自己力

行動力

継続力

思考力

創造力

規律力 社会規範を正しく理解し、自ら守ること
ができる

自律・
規律

公平・公正、
ルール・マナー遵守

自己力 自己肯定、
メタ認知

継続力 粘り強さ・計画性・
柔軟さ

発信力 分かりやすく他者に
伝える

協働力 協調・協働・思いやり・
謙虚さ・他者理解

行動力 自分の考えに
基づき行動

思考力 課題発見力・
論理的思考力

創造力 創造力・課題解決力

他者を尊重し、協働し、リーダーシップ
やチームワークを発揮することができる

他人の意見を謙虚に聴き、周囲の状況
に対処できる

達成感の積み重ねから自信を持ち、自
己評価・分析・修正ができる

自分の考えに基づき行動し、豊かな表
現力を用いて発信できる

困難にも粘り強く柔軟に対処し、積極
的行動を継続できる

なぜなのか、本当にそうなのかを考え、
事実を客観的に分析できる

自己や社会の未来を想像し、課題解決
に向けての創造ができる

リーダー性

気配り（人間性）

自己理解　
明るさ（自己肯定）

自主性・主体性
（指示待ち払拭）

たくましさ

考える力

創造性

（長期的視野、目
標設定）卒業後も
伸びる生徒

上記の力がつけば、「受験に対応する力」が身につ
き、「卒業後も伸びる生徒」にもなると考えた

「進路指導部方針」に以前から書かれていた「生徒
につけさせたい力（太枠の下から 6つ）」をベース
に、今回の 10項目を引きあててみる。新規に「規
律力」「人間力」を設定

•「自律」を「自律・
規律」とする

•「協働性・○○」
と「適応力」の
内容が似る

•「想像力」と「創
造力」を分離

本校の 4つの校訓との関連を探る取り組み

•適応力→協働力

•想像力×（元々当初の話し合い
では、挙がらなかった力）

•行動力→行動力・発信力（発信
力を行動力に含めていたが、分か
りにくい。かつ本校生徒には発信
力が必要との観点から独立させる

育てたい生徒像か
らゼロベースで導
き出した身につけ
させたい力

2018 年 9月 2019 年1月
（中間報告）

2019 年２月時点
（暫定）

2019 年６月
中旬

2019 年６月末
時点

•「規律」→「自律」
の意味合いが必要

•「人間力」は大きす
ぎる。「協働性」は
小さすぎる

•「創造力」に「想像」
と「創造」の２つの意
味が入っていて分か
りにくい

教
育
活
動
の
土
台
と
な
る
学
校

教
育
目
標
は
、学
校
全
体
で
議
論
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導
か
れ
た
道
標

本
の
学
校
教
育
が
ど
こ
に
進
も
う
と
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
、

教
師
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
校
の
教
育
に
つ
い

て
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
土
台
が
あ
っ
た

た
め
、
本
委
員
会
で
本
校
の
今
後
の
あ
り

方
を
議
論
し
た
際
に
、
各
自
が
教
育
動
向

を
踏
ま
え
た
上
で
の
大
局
的
な
観
点
か
ら

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
建
設
的
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
」（
清

水
教
頭
）

　

Ｔ
Ｇ
Ｐ
の
「
８
つ
の
力
」
の
検
討
や

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
は
、
企
画
研
修
部

が
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
同
委
員
会
で
吟

味
し
、
練
り
上
げ
て
い
く
方
法
で
進
め
ら

れ
た
（
図
３
）。

　
「
委
員
会
で
は
、『
人
間
力
と
い
う
言
葉

は
概
念
が
大
き
す
ぎ
る
。
本
校
に
合
っ
た

言
葉
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
』

『
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
文
言
は
、
生
徒
が
読

ん
で
も
理
解
で
き
る
分
か
り
や
す
い
言
葉

に
し
よ
う
』
な
ど
、
活
発
に
意
見
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。
企
画
研
修
部
が
提
出
し
た

案
に
は
、
何
度
も
修
正
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」（
中
町
先
生
）

　

そ
う
し
て
完
成
し
た
Ｔ
Ｇ
Ｐ
と
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
は
、
19
年
度
の
１
学
期
末
の
終

業
式
で
初
め
て
生
徒
に
示
さ
れ
た
。
生
徒

は
、
そ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
で
、
早
速
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
、
現

在
の
自
分
の
達
成
度
を
ス
ム
ー
ズ
に
自
己

評
価
し
た
と
い
う
。

　

次
い
で
、
同
校
が
着
手
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
が
、
行
事
ご
と
に
、
Ｔ
Ｇ
Ｐ
の
中

で
も
特
に
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
一
覧
表

を
作
成
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
生

徒
は
、
例
え
ば
「
体
育
大
会
で
は
、
協
働

力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
頑
張
れ
ば
い
い
ん
だ
な
」
な
ど
、
目
標

を
持
っ
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
あ
ま
り
多
く
の

資
質
・
能
力
を
１
つ
の
行
事
の
中
で
育
成

す
る
形
に
な
ら
な
い
よ
う
、
行
事
ご
と
に

重
点
を
置
く
Ｔ
Ｇ
Ｐ
を
決
め
て
い
く
と
い

う
。
さ
ら
に
は
、
各
教
科
・
科
目
の
単
元

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

資
質
・
能
力
を
明
示
し
た
教
育
課
程
表
を

作
成
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
生
徒
の
自
己
評

価
は
、学
期
末
や
主
要
な
行
事
の
際
に
行

う
予
定
だ
。２
学
年
担
任
で
地
理
歴
史
・

公
民
科
主
任
の
浅
井
正
浩
先
生
は
、そ
の

構
想
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
４
段
階
で
の
自
己
評
価
を
書
き
込
む

だ
け
で
は
な
く
、
前
回
と
比
較
し
て
具
体

的
に
ど
ん
な
部
分
が
伸
び
て
、
現
時
点
で

の
課
題
は
何
か
も
書
き
込
め
る
欄
を
設
け

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
し
て
い
け
ば
、
生

徒
は
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
歩
み
を
振
り
返

る
こ
と
で
、
現
在
の
自
分
の
到
達
点
が
確

認
で
き
、
新
た
な
目
標
を
設
定
し
て
踏
み

出
す
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

教
師
も
面
談
な
ど
の
場
面
で
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
生
徒
に

対
し
て
効
果
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

同
校
で
は
、
そ
う
し
た
学
校
の
方
向
性

に
か
か
わ
る
重
要
事
項
を
、
希
望
す
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
学
校
活
性
化
委
員
会

で
議
論
し
、
形
と
し
て
き
た
。
よ
り
多
く

の
教
師
が
意
見
を
出
し
合
っ
て
決
め
た
こ

と
は
、
学
校
全
体
で
の
共
有
も
し
や
す
く

な
る
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
意
思
決
定
方
法

が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
、
同

校
の
最
大
の
強
み
だ
ろ
う
。

　
「
学
校
活
性
化
委
員
会
の
取
り
組
み
は
、

今
は
道
半
ば
で
す
が
、
新
し
い
時
代
に
向

け
た
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
教
師
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
」（
林
校
長
）

　本校が設定したＴＧＰは、生徒だけでな
く、教師も身につける必要がある資質・能
力だと思います。特に、「発信力」と「協働力」
が重要だと考えています。
　私は以前から、社会の変化に応じて学校
も変わっていく必要があるという思いを抱
いていました。けれども、ただ心の中でそ
う思っているだけでは駄目で、周りに発信
していくことが重要です。さらには、周り
の人と協働できる力もないと、現状を変え
ることはできません。
　今回、学校活性化委員会を通じて、学校
をどのように変えていくのかをみんなで議
論し、実際に変えるための第一歩を踏み出
すことができたのは、多くの先生方が「発
信力」と「協働力」を発揮した結果だと思
います。私も生徒とともに、８つの力を高
めていきたいと思います。

私自身も
発信力や協働力を
高めていきたい
大谷　学先生

自
分
の
考
え
や
思
い
を
自
由
に
言
い
合
え
る
場
が
あ
る
こ
と
で
、

皆
が
当
事
者
意
識
を
持
て
る
教
育
目
標
を
創
り
出
す

私の教育デ
ザイン

生
徒
が
意
識
し
や
す
い
よ
う

行
事
や
単
元
ご
と
に
力
を
明
示
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